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財
　
　
産

L_

つ

て

町
村
事
務
に
お
け
る

「財
産
」
が
い
か
な
る
も
の
と
し
て
法
的
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
か
を
、
末
松
偕

一
郎
著

『地
方
自
治
制
要
義
　
全
』
（１
）に
沿

っ
て

確
認
し
て
み
た
い
。

地
方
団
体
の
財
務
行
政

（財
政
）
は
第

一
次
収
入
と
第
二
次
収
入
と
か
ら
成

り
立

っ
て
い
る
。
ま
ず
、
第

一
次
収
入
と
は
、
①
財
産
よ
り
生
ず
る
収
入
、
②

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
、
③
過
料
お
よ
び
過
怠
金
、
④
そ
の
他
法
令
に
よ
り
地

方
団
体
に
属
す
る
収
入
で
あ
り
、
こ
れ
を
も

っ
て
費
用
を
支
弁
し
、
不
足
あ
る

時
は
第
二
次
収
入
で
あ
る
①
租
税
、
②
夫
役
現
品
、
③
公
債
等
を
も

っ
て
支
弁

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
地
方
団
体
の
財
産
に
は
、
行
政
財
産
と
財
政
財
産
の
二
種
類
が
あ

る
。
行
政
財
産

（公
用
財
産
、
公
有
財
産
）
と
は
、
直
接
公
共
的
行
政
の
目
的

に
供
せ
ら
れ
る
財
産
で
あ

っ
て
、
建
物

・
敷
地

・
備
品
な
ど
直
接
公
用
に
供
す

る
物
と
営
造
物
の
よ
う
に
公
共
の
使
用
に
供
す
る
物
が
こ
れ
に
属
す
。
ま
た
財

政
財
産

（収
益
財
産
、
私
有
財
産
）
は
、
公
共
的
使
用
を
直
接
の
目
的
と
は
せ

ず
、
財
政
上
の
収
入
を
得
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
財
産
で
、
田
畑

・
森

林

・
家
屋
そ
の
他
動
産
資
本
な
ど
を
指
す
。

町
村
制
で
は

「第
五
章
　
町
村
ノ
財
務
　
第

一
款
　
財
産
営
造
物
及
町
村
税

第
八
十
九
条
」
に
お
い
て

「収
益
ノ
為
ニ
ス
ル
町
村
ノ
財
産

ハ
基
本
財
産
ト
シ

之
ヲ
維
持
ス
ヘ
シ
　
町
村

ハ
特
定
ノ
ロ
的
ノ
為
特
別
ノ
基
本
財
産
ヲ
設
ケ
又

ハ

金
穀
等
ヲ
積
立
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
さ
れ
て
い
る
。

一
八
九
九

（明
治
二
十
二
）
年
に
制
定
さ
れ
た

「罹
災
救
助
基
金
法
」
（法
律

第
七
十
七
号
）
は
府
県
を
対
象
と
し
、
最
少
額
を
五
十
万
円
と
す
る
。
ま
た
、

そ
れ
ま
で
の

「備
荒
儲
蓄
法
」
に
よ
る
府
県
備
蓄
金
を
こ
れ
に
繰
り
入
れ
る
、

伊

東

富

昭

と
し
て
い
る
。
「備
荒
儲
蓄
法
」
と
は
、　
一
八
八
〇

（明
治
十
三
）
年
に
制
定
さ

れ
、
翌
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
も
の
で
、
非
常
の
凶
荒

・
不
慮
の
罹
災
窮
民
に
食

糧

・
小
屋
掛
料

・
農
具
料

・
種
穀
料
を
賑
給
す
る
事
、
罹
災
者
に
租
額
を
補
助

し
、
ま
た
は
貸
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
財
源
に
は
府
県
に
お
け
る
土
地

所
有
者
か
ら
地
租
の
一
定
割
合
の
金
額
を
公
貯
さ
せ
る
貯
蓄
金
と
、
政
府
支
出

の
補
助
貯
蓄
金
が
充
て
ら
れ
た
が
、
後
者
は
あ
く
ま
で
も
前
者
の
補
助
を
建
て

前
と
し
た
た
め
、
実
質
的
増
税
と
し
て
松
方
デ
フ
レ
の
中
で
不
評
を
買

っ
た
。

一
般
基
本
財
産
と
は

「収
益
ノ
為
ニ
ス
ル
財
産
」
で
あ
り
、
収
益
財
産
に
限

定
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
旧
法

（
一
九

一
一
〈
明
治
四
十
四
〉

年
の
市
制
町
村
制
改
正
以
前
を
指
す
か
？
）
で
は
単
に

「不
動
産
積
立
金
穀
等

ヲ
以
テ
基
本
財
産
卜
為
ス
」
制
と
な

っ
て
お
り
、
財
産
そ
の
も
の
よ
り
直
接
収

益
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
市
役
所

・
町
村
役
場
、
小
学
校
の
敷
地

・
建
物
、
墓

地

・
火
葬
場
な
ど
、
行
政
財
産
を
も
基
本
財
産
と
し
て
維
持
し
て
い
た
の
で
、

基
本
財
産
の
名
称
自
体
全
く
無
意
義
と
な
り
、
法
律
が
特
に
基
本
財
産
を
設
け

る
趣
旨
に
適
合
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
財
産
収
益
の
状
況
が
分
か
ら
ず
財
産
監

督
上
の
不
便
が
少
な
く
な
く
、
か
つ
そ
の
整
理
に
無
益
な
煩
労
が
多
か
っ
た
。

一
般
基
本
財
産
よ
り
生
ず
る
収
入
は
市
町
村
の
一
般
支
出
に
充
て
、
費
途
に

制
限
な
き
を
原
則
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
特
別
の
基
本
財
産
ま
た
は
積
立
金
穀
等
と
い
う
の
は
、
水
道

の
修
繕
、
公
園
の
維
持
、
伝
染
病
院
の
建
設
、
備
荒
貯
蓄
な
ど
、
特
定
の
目
的

に
供
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
、
幼
稚
園
、
図
書

館
の
た
め
の
基
本
財
産
ま
た
は
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
旧
地
方
学
事
通
則
第
九

条
に
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
地
方
学
事
通
則
に
お
い
て
、
学
区
に
関
し
て

は
市
町
村
の
財
産
に
営
造
物
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
旨
を
規
定
し
て
お

り
、
町
村
制
第
八
十
九
条
の
特
別
基
本
財
産
、
積
立
金
穀
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
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ま
た
、
町
村
制
百
十
二
条

（市
制
百
三
十
二
条
、
府
県
制
百
十
七
条
）
で
は
、

公
債
及
び

一
時
借
入
金
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

公
債
は
負
債
を
償
還
す
る
た
め
、
自
己
の
永
久
の
利
益
と
な
る
べ
き
支
出
を

な
す
た
め
、
ま
た
は
天
災
事
変
等
の
た
め
、
必
要
あ
る
場
合
に
限
り
、
起
債
可

能
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
市
町
村
会
、
ま
た
は
府
県
会
の
決
議
が
必
要
で
、

そ
の
際
、
起
債
の
方
法
、
利
息
の
定
率
、
償
還
の
方
法
に
つ
い
て
の
議
決
を
要

す
。
ま
た
、　
一
時
借
入
金
は
予
算
内
の
支
出
を
な
す
た
め
に
、
市
参
事
会
、
町

村
会
、
ま
た
は
府
県
参
事
会
の
議
決
を
経
て
可
能
で
あ
る
が
、
償
還
は
、
そ
の

会
計
年
度
内
の
収
入
を
も

っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「永
久
の
利
益
と
な
る

べ
き
支
出
」
と
は
、
上
下
水
道
、
衛
生
設
備
、
教
化
事
業
な
ど
を
い
う
。

「財
産
」
関
連
の
実
務
に
つ
い
て
、
川
口
村
に
関
す
る
も
の
を

「鎌
倉
郡
役

所
文
書
」
か
ら

一
例
引
い
て
み
よ
う
（２
）。

通
牒

明
治
四
十
二
年
十

一
月
十
八
日

鎌
倉
郡
役
所

川
口
村
長
　
岩
田
九
郎
右
衛
門
殿

其
方
片
瀬
山
本
百
太
郎
ヨ
リ
境
川
筋
堤
塘
付
官
有
地
畑
地

へ
開
墾
ノ
ロ
的

ヲ
以
テ
使
用
ノ
義
出
願
ノ
処
本
件

ハ
ロ
下
ノ
処
詮
議
難
被
及
候
趣
申
越
候

条
願
出
及
却
下
候
也

内
土
第

一
、　
一
七
八
号

（朱
筆
）

通
牒

明
治
四
十
三
年
十

一
月
十
四
日

内
務
部
長
　
　
堀
　
信
次

［神
奈
川
県
事
務
官
之
印
］

鎌
倉
郡
長
　
原
田
千
之
介
殿

御
部
内
川
口
村
片
瀬
山
本
百
太
郎
ョ
リ
境
川
筋
堤
塘
附
官
有
地
畑
地
へ
開

墾
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
使
用
ノ
義
出
願
ノ
処
本
件

ハ
ロ
下
ノ
処
詮
議
難
被
及
候

条
其
旨
願
人

へ
御
示
達
願
書
下
戻
方
取
計
相
成
度
候

内
容
は
片
瀬
の
山
本
百
太
郎
か
ら
出
さ
れ
た

「境
川
筋
堤
塘
附
官
有
地
」
を

畑
地
と
し
て
開
墾
し
た
い
と
い
う
使
用
願
が

「目
下
ノ
処
詮
議
難
被
及
」
い
と

い
う
理
由
で
却
下
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。事
務
処
理
の
経
路
と
し
て
は
、

出
願
を
受
け
た
川
口
村
役
場

（村
長
岩
田
九
郎
右
衛
門
）
か
ら
鎌
倉
郡
役
所

（郡

長
原
田
千
之
介
）、
そ
し
て
神
奈
川
県
内
務
部

（内
務
部
長
堀
信
次
）
と
い
う
上

申
お
よ
び
下
達
ル
ー
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「川
口
村
事
務
報
告
」
（３
）に
載
せ
ら
れ
た

「財
産
」
の
項
目
で
は
、
各
財
産

項
目
の
郵
便
貯
金
局
な
ど
へ
の
預
金
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

郵
便
貯
金
局
へ
は

「川
口
村
基
本
財
産
」
「衛
生
恩
賜
金
」
「衛
生
基
本
財
産
」

「日
露
戦
役
紀
念
小
学
校
基
本
財
産
」
「川
口
小
学
校
基
本
財
産

（大
正
九
年
よ

り
）」
「川
口
村
片
瀬

一
部
共
有
財
産
」
「川
口
村
江
ノ
島

一
部
共
有
財
産
」
と
い

う
全
項
目
の
財
産
が
預
け
ら
れ
て
い
る
。
唯

一
の
他
銀
行
は
、
大
正
四

（
一
九

一
五
）
年
に

「川
口
村
片
瀬

一
部
共
有
財
産
」
中
の
二
千
円
を
預
け
入
れ
た
経

国
銀
行
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
で
は
、
大
正
三
、
三
年
に
同
じ
く

「川
口
村
片

瀬

一
部
共
有
財
産
」
か
ら
各
百
円
づ
つ

「国
債
証
券
」
を
、
大
正
四
年
に
同
じ

く
百
円
で

「国
庫
債
券
」
を
、
ま
た
大
正
四
年
に

「川
口
村
基
本
財
産
」
中
の

千
円
で

「神
奈
川
県
農
工
債
券
」
を
買
い
入
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

村
財
政
レ
ベ
ル
で
は
、
郵
便
貯
金
局
へ
の
預
金
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
あ
ら

た
め
て
認
識
で
き
よ
う
。

市
町
村
の
財
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
制
町
村
制
に
よ
っ
て
市
町
村
会
の
議

決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
町
村
制
第
四
十
条
で

「町

村
会
ノ
議
決
ス
ヘ
キ
事
件
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
項
目
の
中
に

「基
本
財
産
及

積
立
金
穀
等
ノ
設
置
管
理
及
処
分
二
関
ス
ル
事
」
「財
産
及
営
造
物
ノ
管
理
方
法

ヲ
定
ム
ル
事
但
シ
法
律
勅
令
二
規
程
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス
」
と
あ

る
（４
）。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
、
一
々
市
町
村
会
の
議
決
を
経
る

こ
と
な
ど
、
煩
瑣
に
わ
た
り
、
ま
た
時
間
の
浪
費
と
も
な
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
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め
市
町
村
会
の
議
決
を
経
て
、　
一
定
の
管
理
方
法
を
定
め
て
お
く
の
が
便
利
と

さ
れ
て
い
た
。

そ
の
財
産
管
理
規
程
の
雛
形
（５
）に
は
、
「第
四
章
　
現
金
　
第
十
条
　
現
金

ハ
郵
便
貯
金
、
大
蔵
省
預
金
、
信
用
組
合
貯
金
又

ハ
確
実
ナ
ル
銀
行
二
利
附
預

入
レ
ト
為
ス
モ
ノ
ト
ス
　
前
項
ノ
預
金
貯
金
ノ
証
書

ハ
市

（町
村
）
役
場
備
置

ノ
金
庫

二
格
納
シ
金
庫
ヲ
開
閉
ス
ル
ト
キ

ハ
特
二
注
意
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
　
第
十

一
条
　
現
金
ノ
運
用
ハ
左
ノ
範
囲
ヲ
出
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
　

一　

甲
種
国
債
登

録
ヲ
為
シ
又

ハ
国
債
証
券
、
府
県
債
証
券
、
勧
業
債
券
、
貯
蓄
債
券
、
興
業
銀

行
債
券
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
債
券
、
府
県
農
工
銀
行
株
券
債
券
ヲ
購
入
シ
若

ハ

其
ノ
募
債

二
応
ス
ル
コ
ト
　
一
一　
収
益
ノ
確
実
ナ
ル
土
地
ヲ
購
入
ス
ル
コ
ト
」

と
さ
れ
て
お
り
、
川
口
村
で
の
財
産
運
用
も
こ
の
規
程
に
依

っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る

（た
だ
し

「国
庫
債
券
」
と
い
う
の
が
雛
形
に
は
見
ら
れ
な
い
）。

日
露
戦
役
紀
念
小
学
校
基
本
財
産
に
つ
い
て
は
、
藤
沢
町
の
町
会
議
案

・
議

事
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（６
）ｏ

藤
澤
町
戦
役
紀
念
小
学
校
基
本
財
産
蓄
積
及
管
理
規
程

第

一
条
　
本
町

ハ
戦
役
紀
念
ト
シ
テ
明
治
四
十

一
年
ヨ
リ
向
十
八
年
間
小

学
校
基
本
財
産
ヲ
蓄
積
ス

第
二
条
　
本
規
程
二
依
り
蓄
積
ス
ル
財
産

ハ
之
ヲ
明
治
三
十
七
八
年
戦
役

紀
念
小
学
校
基
本
財
産
卜
称
ス

第
三
条
　
基
本
財
産
ト
シ
テ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ

一
、
小
学
校
卒
業
者
ノ
特
志

二
因
ル
報
恩
寄
附
金

尋
常
科
卒
業
者
　
　
　
一
人
金
弐
拾
銭
以
上

高
等
科
卒
業
者
　
　
　
一
人
金
五
拾
銭
以
上

二
、
蓄
積
財
産
ノ
利
子

第
四
条
　
基
本
財
産
ノ
蓄
積

ハ
第

一
条
ノ
期
間
内
之
ヲ
停
止
又

ハ
廃
止
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
五
条
　
基
本
財
産

ハ
第

一
条
ノ
期
間
終
了
ノ
翌
年
度
ヨ
リ
其
利
子
ヲ
教

育
費
二
充
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
条
　
基
本
財
産

ハ
町
会
ノ
議
決

二
依
り

一
ヶ
年
ヲ
越

ヘ
サ
ル
期
間
ヲ

以
テ
確
実
ナ
ル
銀
行
二
利
付
預
ケ
ト
為
シ
又

ハ
郵
便
為
替
貯
金
管
理

所
二
預
ケ
入
若
シ
ク
ハ
確
実
ナ
ル
有
価
証
券
ヲ
購
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
条
　
基
本
財
産

ハ
預
ケ
入
ヲ
除
ク
場
合
ノ
外
凡
テ
之
ヲ
歳
入
出
予
算

二
計
上
ス

右
之
通
り
制
定

こ
れ
は
藤
沢
町
で
の
規
程
で
は
あ
る
が
、
川
口
村
で
も
同
様
の
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
川
口
村
で
の
諸
財
産
項

目
の
郵
便
局
等

へ
の
預
金
が
こ
う
し
た
法
的
裏
付
け
の
も
と
で
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

「藤
澤
町
戦
役
紀
念
小
学
校
基
本
財
産
蓄
積
及
管
理
規
程
」
は
明
治
四
十

一

（
一
九
〇
八
）
年
四
月

一
日
に
藤
沢
大
坂
町
、
鵠
沼
村
、
明
治
村
が
合
併
し
て

藤
沢
町
と
な
り
、
六
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
第

一
回
藤
沢
町
会
の
関
連
資
料
と

し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
町
会
会
議
規
則
を
は
じ
め
十
点
の
規

則

・
条
令
の
類
が
制
定
さ
れ
た
。
議
事
録
等
も
検
討
さ
れ
た
植
山
淳
氏
に
よ
れ

ば
、
さ
し
て
議
論
さ
れ
た
様
子
も
な
く
、
す
ん
な
り
と
議
決
さ
れ
た
と
い
う
。

規
則
や
条
令
な
ど
す
で
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
合
併
前
の

町
村
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
合
併
後
の
旧
町
村
間
の
利
害
対
立
さ
え
ク

リ
ア
ー
で
き
れ
ば
、
町
名
を
改
め
る
だ
け
で
大
枠
で
は
そ
の
ま
ま
使
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
各
規
則

・
条
令
に
は
雛
形
が
当
然
用
意
さ
れ
て
い

て
、
も
め
る
余
地
す
ら
な
く
、
当
日
審
議
さ
れ
た
議
題
が
幸
い
に
も
旧
町
村
間

対
立
の
要
素
を
持
た
な
い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
県
に
も

「
日
露
戦
役
紀
念
学
校
基
本
財
産
蓄
積
及
管
理
規
程
」
と

い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（７
）ｏ

神
奈
川
県
告
示
第
二
十
八
号

神
奈
川
県
日
露
戦
役
紀
念
学
校
基
本
財
産
蓄
積
及
管
理
規
程
通
常
県
会
並

県
参
事
会
ノ
議
決
ヲ
経
内
務
大
臣
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
テ
左
ノ
通
之
ヲ

定

ム明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
日
　
　
　
神
奈
川
県
知
事
　
周

布

公

平

四
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神
奈
川
県
日
露
戦
役
紀
念
学
校
基
本
財
産
蓄
積
及
管
理
規
程

第

一
条
　
本
県

ハ
戦
役
紀
念
ト
シ
テ
明
治
三
十
九
年
度
ョ
リ
学
校
基
本
財

産
ヲ
蓄
積
ス

第
二
条
　
本
規
程
二
依
り
蓄
積
ス
ル
財
産

ハ
之
ヲ
日
露
戦
役
紀
念
学
校
基

本
財
産
卜
称
ス

第
二
条
　
本
基
本
財
産
ト
シ
テ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ

一　

県
立
中
学
校
　
県
立
高
等
女
学
校
　
生
徒
入
学
料

一
一　
本
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
収
入

第
四
条
　
本
基
本
財
産
ノ
蓄
積

ハ
明
治
三
十
九
年
度
以
後
五
十
年
間

ハ
之

ヲ
停
止
若

ハ
廃
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
五
条
　
本
基
本
財
産
ョ
リ
生
ス
ル
収
入

ハ
前
条
ノ
期
間
満
了
ノ
翌
年
度

ヨ
リ
教
育
費

二
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
　
本
基
本
財
産

ハ
一
ヶ
年
ヲ
超

ヘ
サ
ル
期
間
ヲ
以
テ
確
実
ナ
ル
銀

行
二
利
付
預
ケ
ト
為
シ
又
ハ
大
蔵
省
理
財
局
二
預
ケ
入
若

ハ
確
実
ナ

ル
有
価
証
券
ヲ
購
入
シ
テ
保
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
条
　
本
基
本
財
産
ノ
収
支

ハ
之
ヲ
特
別
会
計
卜
為
ス
モ
ノ
ト
ス

県
と
町
村
の
規
程
を
比
較
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
明
確
な
違
い
は
、
基
本
財
産
蓄
積
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
県
に
は
県
立

学
校
の
入
学
料
と
い
う
、
あ
る
程
度
し

っ
か
り
し
た
も
の
が
あ
る
の
に
引
き
替

え
、
藤
沢
町
に
は
そ
う
し
た
も
の
が
全
く
無
く
、
た
だ
小
学
校
卒
業
生
か
ら
の

寄
附
金
に
頼
る
と
い
っ
た
財
政
的
脆
弱
さ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

ま
た
基
本
財
産
の
蓄
積
期
間
が
、
県
は
明
治
三
十
九
年
度
か
ら
の
五
十
年
間
、

藤
沢
町
は
二
年
遅
れ
て
明
治
四
十

一
年
か
ら
の
十
八
年
間
と
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
満
期
終
了
後
、
県
は

「基
本
財
産
ョ
リ
生
ス
ル
収
入
」、
藤
沢
町
は

「其

利
子
」
と
文
言
は
異
な

っ
て
い
る
も
の
の
同
質
と
考
え
ら
れ
る
財
産
の
使
途
が

共
に

「教
育
費
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
役
紀
念

（小
）
学
校
基
本
財
産
蓄

積
と
い
う
の
は
、
蓄
積
財
産
自
体
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
、
利
子
収
入
を
の
み
当

て
に
し
た
、
長
期
的
展
望
を
持
つ
財
政
政
策
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

帝
国
地
方
行
政
学
会
　
大
正
十
二
、
七
、
三
十

一　

初
版
発
行
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
。
同
館
所
蔵
の
郡
役
所
関
係
文
書
は
『郡

役
所
文
書
件
名
目
録
』
（
一
九
九
〇
、
三
、
三
〇
　
同
館
の
県
立
文
化
資

料
館
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
）
で
検
索
で
き
る
。
整
理
番
号
「郡
１
５

１
８
」
「明
治
四
十
三
年
　
回
議
綴
土
木
」
中
の

「
８０
　
山
本
百
太
郎
出

願
境
川
筋
堤
塘
畑
地
開
墾
不
許
可
通
告
」
よ
り
。

川
口
村
長
岩
田
宛
の
文
書
に
は
鎌
倉
郡
役
所
の
回
議
用
紙
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
第
二
二
五
九
号
の
番
号
が
付
さ
れ
、
郡
長
原
田
の
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「明
治
４３
年
１１
月
１８
日
仕
出
」
「十

一
月
十
八
日
発

送
済
」
と
あ
り
、
発
送
印
、
主
任
印
と
も
に
内
久
保

（？
）、
お
よ
び

「合

評
」
欄
の

「掛
」
印
は
青
木
大
治
郎
と
な

っ
て
い
る
。

藤
沢
市
史
料
集
七

『藤
沢
市
事
務
報
告
書
（２
）大
正
編
』
昭
和
五
七

（
一
九
八
二
）、
九
、　
一　

藤
沢
市
文
書
館
発
行
。

明
治
四
十
四
年
改
正
町
村
制

（法
律
第
六
十
九
号
）。

大
塚
辰
治

『市
町
村
事
務
必
携
』
昭
和
四
、
七
、
四
　
自
治
館
発
行
、

五
七
八
頁
。
「第
七
章
　
市
町
村
の
財
務
　
第

一
款
　
財
産
　
第
七
項

財
産
の
管
理
及
処
分
　
第
二
目
　
財
産
管
理
規
程
」
よ
り
。

藤
沢
市
文
書
館
所
蔵
。
本
史
料
の
存
在
は
、
京
浜
歴
史
科
学
研
究
会

第
十
二
回
総
会
記
念
行
事
　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「明
治

・
大
正
期
の

町
村
像
を
め
ぐ

っ
て
」
で
行
わ
れ
た
、
植
山
淳
氏
に
よ
る

「役
場
文
書

に
見
る
町
村
の
実
態
」
の
報
告
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

「神
奈
川
県
公
報
」
第
千
百
八
十
七
号
、
明
治
二
十
九

（
一
九
〇
六
）

年
二
月
二
十
日
発
行
。
こ
の
規
程
は
の
ち
に

一
部
改
正
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
告
示
第
四
十
七
号

明
治
四
十

一
年
二
月
二
十
四
日
　
　
神
奈
川
県
知
事
　
周
布
公
平

第
二
条
第

一
号
ヲ
左
ノ
通
改
正
ス

一
、
県
立
学
校

（師
範
学
校
ヲ
除
ク
）
生
徒
入
学
料

（「神
奈
川
県
公
報
」
号
外
、
明
治
四
十

一
年
二
月
二
十
四
日
発
行
）

（
一
九
九
六
、
十
、
〓
一　
稿
了
）

注Ｔ

）

（２
）

（３
）

（４
）

（５
）

（
７
）
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